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≪肝炎デーに合わせた街頭啓発≫

〔課題〕
○ 啓発グッズを受け取る人数が少なくなってきている。
 （令和元年(3,000部),令和4年(1,000部),令和5年(900部))
○ アウトカムにつながっているか判断しにくい。

〔解決策〕
● 県と㈱良品計画による健康増進に関する協定（令和5
 年4月）を活用して街頭啓発を強化する。
  「啓発日・場所」
  令和6年7月28日（日）
  無印良品広島アルパーク（広島市西区）内の
  まちの保健室・センターコート

〔成果〕
○イベントとの相乗効果もあり、用意した啓発グッズ
（1,000部）全てを配布することができた。
○肝炎ウイルス検査では、事前の告知や、イベントによる
啓発効果もあり、検査予定数の70人分全て検査を実施。

〔実施概要〕
世界肝炎デーin無印良品広島アルパークを開催

日時 令和６年７月２８日(日)

場所 無印良品広島アルパーク（広島市西区）
   まちの保健室及びセンタコート

実施内容
●厚生労働省「知って、肝炎プロジェクト」、株式会社良
品計画、広島大学病院との連携イベント

・肝臓専門医と「知って、肝炎」スペシャルサポーターと
の肝炎に関するトークショー（STU48 岡田あずみ氏）
・「健康一番プロジェクト」サポーターによる
 健康ダンスイベント（Maasa氏）
・肝臓病に関するセミナー（広島大学病院）
・無料肝炎ウイルス検査等の実施（７０人に実施）
・肝炎に関するクイズを用いたスタンプラリー(115 人）
・啓発グッズの配布（街頭、イベントブース等、1,000部）
・健康相談ブース（肝疾患Co、医師）
・関連書籍の展示
・がん検診の啓発セミナー、啓発ブース
（健康づくり推進課、広島国際大学）

・開催に先立ち、ケーブルテレビ（ちゅぴCOM）、FMは
つかいち、新聞（中国新聞）で事前告知

実施内容 理由等

【新】
 肝臓病に関するセミナー 
 の開催
（場所：まちの保健室）

・健康志向の高い客層が
 訪れる場所であり、事
 前告知による集客も見
 込める。
・国プロジェクトへ応募
 し、著名人の参加も働
 きかける。

【新】
 肝炎ウイルス検査等の
 実施
（場所：まちの保健室）

・啓発グッズを受け取っ
 た者を直接、検査へ誘
 導（アウトカムにつな
 げる）できる。
・採血場所が確保できる。

啓発グッズの配布
（場所：センターコート）

・セミナーや検査と一体 
 的に実施する。
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≪職域におけるセミナー≫
・広島県産業保健総合支援センターと連携し、
 企業の人事・労務担当者や産業医等に対して、
 コーディネーター就任や自社定期健診への肝炎
 ウイルス検査の追加を促す。
    （第4次計画重点的取組）

〔成果〕職域における肝炎対策セミナーを実施。
 実施日：令和6年7月26日（金）
 参加者：人事労務担当者等 ２０名
 実施内容：はやく見つけてちゃんと治療（広島大学病院）
 治療と仕事の両立支援について（広島産業保健センター）
 肝炎ウイルス検査、医療費助成制度について（薬務課）
〔評価〕事前の案内が遅く、例年に比べ参加者が少数だった。

≪高齢者施設における講習会≫【新】
・関係団体が開催する講習会を通じて介護従事者
 等に対し、コーディネーター就任や利用者の定
 期健診への肝炎ウイルス検査の追加を促す。
 （第4次計画重点的取組）

〔成果〕
 令和６年度は、高齢者施設に対する働きかけに至らなかった。

 令和7年度の実施に向けて調整中。

≪特任コーディネーターによる資材作成≫
・連絡協議会において、他のコーディネーターも
 活用できる啓発資材を作成する。

〔成果〕肝炎ウイルス検査の受検勧奨等の情報の入った、丸う
ちわを作成。
 県内の肝疾患コーディネーターの所属施設や、肝炎デーなどの
イベントで配布し、好評を得た。
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≪マツダスタジアムにおける街頭啓発≫
・試合開始前の待ち時間に肝炎クイズに回答させ
 ることにより、効果的に正しい知識の普及を図
 る。

〔成果〕マツダスタジアムにおいて、啓発活動を行い、肝炎クイ
ズに94名の方に参加していただいた。
（全問（3問）正解38.3%、2問正解19.1%）
実施日：令和６年７月９日（火）15時00分～5回終了まで
実施内容：肝炎クイズ、啓発動画の放映、肝炎すごろく、
     啓発資材の配布

≪県・市町による広報・学校教育≫
・広報事例の共有により、市町広報誌やホーム
 ページでの広報促進を図る。
・人権週間等における活動に参加し、偏見・差別
 の解消を図る。
・教育委員会等の関係各所と連携し、学びの機会
 の増加を図る。

〔成果〕
 肝臓週間や人権週間に併せて広報促進を図ることができた。

・広島県発行「人権だより（令和6年度版）」に「B型肝炎 い
のちの教育」についてを掲載（配布先：各市町図書館や各学校
（小・中・高・大学・専門学校）
・肝臓週間に合わせ、各市町広報誌等での啓発の実施
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